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第５学年 算数科学習指導案 

令和７年１１月２０日（木）５校時 

指 導 者  教諭  森田 麻実  

 

 

 

 

 

 

１ 単元名 単位量当たりの大きさ 「比べ方を考えよう（１）」 

 

２ 単元について 

 （１）学習指導要領との関連 

本単元で扱う単位量当たりの大きさについては、小学校学習指導要領解説算数編では、次のよ

うに位置づけられている。 

 

   

 

 

 

 

 

本単元は、異種の二つの数量の割合として捉えられる「人口密度」や「速度」などの数量がある

ことを知り、その比べ方や表し方について理解し、その数量を求めるとともに、目的に応じて大き

さを比べたり表現したりする方法を日常生活に生かすことができるようにすることをねらいとして

いる。 
 

（２）本単元の学習の関連と発展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【Ｃ 変化と関係】 （２）異種の二つの量の割合 

（２）異種の二つの量の割合として捉えられる数量に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に 

付けることができるよう指導する。 

     ア  次のような知識及び技能を身に付けること。   

（ア）速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表し方について理解し，それを求めること。  

イ  次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（イ）異種の二つの量の割合として捉えられる数量の関係に着目し，目的に応じて大きさを 

比べたり表現したりする方法を考察し，それらを日常生活に生かすこと。 

３年 ５年 ６年 

③わり算 

 
・除法の意味（等分除、包含
除） 

 

 

⑪平均 
 
・平均の意味とその求め方 

・平均から全体量を求める方法 

⑦データの調べ方 
 
・代表値（平均値、最頻値、中
央値）、ドットプロット、度
数分布表、ヒストグラム 

・統計的な問題解決の方法 

🔎データの特徴や傾向に着目
し、代表値などを用いて問題
の結論について考える。 

⑭割合 
 
・割合の意味とその求め方 

🔎異種の二つの数量の関係に着目
し、割合を用いた比べ方や百分率
の表し方を考える。 

⑫単位量あたりの大きさ 
 
・単位量あたりの大きさの意味 
・人口密度の意味とその求め方 

・速さの意味と表し方 

🔎異種の二つの数量の関係に着目
し、大きさの比べ方や表し方を考
える。 

 

教科等横断的な視点に立った授業づくり 
 

～事象から二量を見いだして単位量当たりの大きさで比較することで、 

課題を解決することができる児童の育成を目指して～ 
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３ 指導観 

これまでに児童は、長さ・面積・重さなどの大小比較について直接比較や間接比較、任意単位や

普遍単位による測定など様々な比較の仕方について学習してきている。また、第２学年の乗法や第

３学年の除法、第５学年の小数の乗法及び除法の学習を通して、「一人分」や「１ｍ分」などの単

位量当たりの大きさを求めてきている。 

本単元では、異種の二つの量の割合として捉えられる数量について、既習の長さなどの量と異な

り一つの量だけでは比較できないことに気付き、どのように比べられるのか、どのように数値化で

きるのかを考えられるようにする。二つの数量の間の前提となる比例関係や平均の考えに着目でき

るようにし、表・図・式に表し関連付けることにより一方の量をそろえてもう一方の量で混み具合

等を比べる数を見いだし、異種の二つの量の割合として捉えられる数量の意味を理解できるように

していく。 

 

４ 教科等横断的な授業づくりとの関連 

（１）目指す児童生徒の姿 

    生涯にわたって能動的に学び続ける児童生徒 

（２）教科横断的な視点で育成したい資質能力 

  問題解決・活用能力 

（３）授業づくりの工夫・手立て 

問題解決・活用能力を育成するために、理科の事象の中から、二量を見いだして単位量当たりの

大きさで比較する問題解決学習を行う。 

本時では、台風による大雨時に川の水位がどのように変化するかを調べるため、雨量と川の水位

に着目する。そこで、単位量あたりの大きさの考え方を使い、１時間あたりに水位がどの程度の勢

いで上がるかを求めることを課題とする。雨量と水位は比例関係ではないが、３時間ごとに区切っ

たデータを提示することで、各時間帯における水位の変化を単位時間あたりの量として比較できる

ようにする。 
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（４）理科との関連 

理科：流れる水と土地 目標 流れる水の速さや量に着目して、それらの条件を制御しながら流れる水

の働きと土地の変化を調べ、理解を図る。 

  目標 問題 児童の姿 教科横断的な視点 
（算数との繋がり） 

第
１
次 

川
の
上
流
と
下
流 

１ 流れる場所によって川の
様子が違うことに気付き、
問題意識を見いだすこと
ができる。 

 
 
流れる場所によって川
の様子はどのような違
いがあるだろうか。 

・川の上流と下流では土地の様子が
かなり違う。 
・上流は山の谷間を流れていて、下流
は平地を流れている。 

・具体的には、どのような違いがある
のかな。 

 

２ 流れる場所による川の様
子の違いについて調べる
方法を発想し、表現するこ
とができる。 

 ・上流は傾きが急で、川幅が狭くて、
大きな岩が見られる。 

・下流は傾きがなだらかで、川幅が広
くて、大きな岩は見られない。 

・他の川でも同じなのかな。 

 

３ 流れる場所による川の様
子のちがいについて調べ
たことをまとめることが
できる。 

 ・どの川でも、上流と下流では、川幅
と石の大きさには違いがある。 

・石の大きさだけでなく、石の形にも
違いがある。 

・どうして違いがでるのだろう。 

 

第
２
次 

流
れ
る
水
の
は
た
ら
き 

４ 流れる水にはどのような
働きがあるのかという問
題を見いだし、追及するこ
とができる。 

 
 
流れる水にはどのよう
なはたらきがあるのだ
ろうか。 

・川の水が関係しているのかな。 
 
・流れる水にはどのような働きがあ
るのかな。 
・４年生では雨水のゆくえの学習を
した。 

 

５ 流れる水のはたらきを調
べるためにどのような方
法で解決できるかについ
て構想することができる。 

 ・地面を削るはたらきがありそう。 
・削れた地面の土はどうなるのかな。 
・流れる水には地面を削って、土を運
ぶはたらきがある。 

・実際にやってみて確かめよう。 

※数値で比較するため
には、数値化へ意識
を持っていく必要が
ある。 

６ 

実験 

斜面に水を流し、流れる水
にはどのような働きがあ
るのかを調べることがで
きる。 

 ・高いところは土が削られている。 
・低いところは土が積もっている。 

 

７ 流れる水にはどのような
働きがあるのかを実験を
もとにしてまとめること
ができる。 

 ・実際の川では、どういうことなのだ
ろう。 
・もっとたくさんの水が流れたらど
うなるのかな。 

 

第
３
次 

流
れ
る
水
の
量
が
増
え
る
と
き 

８ 流れる水の量が増えたと
きの土地の変化について
問題を見いだし、予想をも
つことができる。 

 
 
 
流れる水の量が増える
と、流れる水の働きは
どのように変化するだ
ろうか。 

・たくさんの水が流れるのは、大雨の
ときだ。 

・たくさんの水が流れたら、もっと多
く地面が削られて、土が運ばれる
のかな。 

・水が流れる穴を２つにしたら調べ
られそう。 

・水の量が２倍になれ
ば、削れて運ばれる
土の量も２倍になる
のかな。 

９ 条件に着目して土地の変
化を調べる計画を立てる
ことができる。 

 ・水の量を増やすから、他の条件は変
えずに調べる必要がある。 
・浸食、運搬、堆積のどの働きも大き
くなるのかな。 
 

・数値化しないと比較
できない。 
・削れ具合…㎜ 
・運ばれる土の量…㎜ 
・水の量…mL 

１０ 

実験 

条件に着目した実験を行
い、流れる水の量が増える
と浸食・運搬・体積の働き
が大きくなることを理解
することができる。 
 

 
 
 
【チャレンジ】雨の降り
方と川の水量の関係を
調べてみよう 

・実際の川では、どういうことなのだ
ろう。 

 

 

 

 

 

第
４
次…

川
と
災
害 

１１ 洪水などの災害からくら
しを守るために必要なこ
とについて考え、調べるこ
とができる。 

洪水などの災害からく
らしを守るために、ど
のような工夫が行われ
ているだろうか。 
また、私たちにできる
ことはあるだろうか。 

・川の水があふれないようにするた
めには、どうしたらいいのかな。 

 

１２ 災害から生命を守る工夫
について調べたことをま
とめるとともに、自分にで
きることについてまとめ
ることができる。 

 ・自分たちにできることは…  

１３ これまでに学んだことを
関連付けながら、身近な川
を観察して、川の様子や流
れる水の働きについてま
とめることができる。 
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５ 本単元の目標 

  異種の二量の割合として捉えられる数量について、速さなど単位量当たりの大きさの意味及び表

し方について理解し、単位量当たりの大きさを用いた比べ方や表し方について図や式を用いて考え

る力を養うとともに、単位量当たりの大きさの意味や表し方を、数学的表現を用いて考えた過程を

振り返り、多面的に粘り強く考えたり、今後の生活や学習に活用しようとしたりする態度を養う。 

 

６ 本単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

異種の二量の割合として捉え

られる数量について、速さなど

単位量当たりの大きさの意味及

び表し方について理解し、速さ

や単位量当たりの大きさを求め

たり比べたりすることができ

る。  

異種の二量の割合として捉え

られる数量の関係に着目し、目

的に応じて大きさを求めたり比

べたり表現したりする方法を図

や式などを用いて考え表現して

いる。 

速さなど単位量当たりの大き

さの意味及び表し方を、図や式

などを用いて考えた過程や結果

を振り返り、多面的に捉え検討

してよりよいものを求めて粘り

強く考えたり、数学のよさに気

付き学習したことを今後の生活

や学習に活用しようとしたりし

ている。 

 

７ 指導と評価の計画 

時
間 

ねらい・学習活動 

評価規準（評価方法） 
・指導に生かす評価 〇記録に残す評価 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 
取り組む態度 

 
 
 
１ 

面積もうさぎの数も異なる場
合の混み具合の比べ方を理解
し、比べることができるよう
にする。 
・部屋の面積とうさぎの数の
関係に着目して、混み具合
の比べ方を考える。 

 〇混み具合の比べ
方を、面積とうさ
ぎの数の関係に
着目して図や式
を用いて考え、説
明している。 

（観察・ノート） 

・混み具合は二量の
割合としてとら
えられる量であ
ることに気付き、
図を使って、面
積、人数が異なる
場合の混み具合
の比べ方を考え
ようとしている。
（観察・ノート） 

 ２ 

面積もうさぎの数も異なる場
合の混み具合の比べ方を理解
し、比べることができるよう
にする。 
・混み具合の比べ方をまと
め、「単位量当たりの大き
さ」の意味を理解する。 

・単位量当たりの大
きさを用いて比
べることの意味
を理解し、混み具
合を比べること
ができる。 

（観察・ノート） 

 

３ 

「人口密度」の意味とその求
め方を理解し、比べることが
できるようにする。 
・「人口密度」の意味とその求
め方を理解する。 

・人口密度の意味を
理解し、人口密度
を求めることが
できる。 

（観察・ノート） 
 

〇人の混み具合の
比べ方を、面積と
人数の関係に着
目して考え、説明
している。 

（観察・ノート） 

 

４ 

単位量当たりの大きさを用い
て、問題を解決することがで
きるようにする。 
・単位量当たりの大きさを用
いて、問題を解決する。 

○単位量当たりの
大きさを用いて、
２つの資料を比
べることができ
る。 

（観察・ノート） 

  

５ 

速さは単位量当たりの大きさ
の考えを用いて表せることを
図や式を用いて考え、説明す
ることができるようにする。 
・単位量当たりの大きさに着
目し、速さの表し方を考え

 〇単位量当たりの
大きさの考えを
基に、速さの比べ
方や図や式を用
いて考え、説明し
ている。 

・速さの比べ方を、
時間と距離の二
量を基に、単位量
当たりの大きさ
の考えを用いて
考えようとして
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る。 
・混み具合と速さの比べ方
を、単位量当たりの大きさ
として統合的にとらえる。 

（観察・ノート） いる。 
（観察・ノート） 

６ 

速さを求める式を理解し、そ
れを適用して速さを求めるこ
とができるようにする。 
・速さを求める式を理解し、
それを適用して速さを求め
る。 

・速さの表し方を基
に、速さを求める
式をつくり、速さ
を求めることが
できる。 

（観察・ノート） 
・時速、分速、秒速
の意味を理解し、
時速、分速、秒速
を求めることが
できる。 

（観察・ノート） 

〇速さを求めると
きに使う二量に
着目し、速さを求
める式を表すこ
とを考え、説明し
ている。 

（観察・ノート） 

 

７ 

道のりを求める式を理解し、
それを適用して道のりを求め
ることができるようにする。 
・道のりを求める式を理解
し、それを適用して道のり
を求める。 

・速さを求める式を
用いて、速さと時
間から道のりを
求める式を導き、
道のりを求める
ことができる。
（観察・ノート） 

〇速さを求める式
を基にして、道の
りを求める図や
式を用いて考え、
説明している。
（観察・ノート） 

 

８ 

速さと道のりから時間を求め
る方法について考え、説明す
ることができるようにする。 
・速さと道のりから時間を求
める方法を考える。 

・速さ、道のり、時間の求め方
を統合的にとらえる。 

〇道のりを求める
式を用いて、速さ
と道のりから時
間を求めること
ができる。 

（観察・ノート） 

○道のりを求める
式を基にして、速
さ時間の求め方
を図や式を用い
て考え、説明して
いる。（観察・ノ
ート） 

 

9 
 
本
時 

題材の学習の活用を通して事
象を数理的にとらえ論理的に
考察し、問題を解決する。 
・学習内容の生活への活用
（いかしてみよう） 

 〇学習内容を適切
に活用して筋道
立てて考え、問題
を解決している。
（観察・ノート） 

〇学習内容を生活
にいかそうとし
ている。 

（観察・ノート） 

10 

学習内容の定着を確認すると
ともに、数学的な見方・考え
方を振り返り価値づける。 
・学習内容の習熟・定着（たし
かめよう） 

・数学的な見方・考え方の振
り返り（つないでいこう 
算数の目） 

○基本的な問題を
解決することが
できる。 

（観察・ノート） 

○数学的な着眼点
と考察の対象を
明らかにしなが
ら、題材の学習を
整理している。 

（観察・ノート） 

〇題材の学習を振
り返り、価値づけ
たり、今後の学習
にいかそうとし
たりしている。
（観察・ノート） 

 

８ 本時について（本時 9/10 時） 

（１）本時の目標 

  事象を数理的にとらえ論理的に考察し、問題を解決する。〈思考力，判断力，表現力等〉 
  学習内容を生活にいかそうとする態度を養う。〈学びに向かう力，人間性等〉 

（２）展開 

学習活動 
教師の発問・指示(◎) 

予想される児童の反応(・) 

評価規準(◇) 支援(⇒) 

指導上の留意点(〇) 

時

間 

１ 問題場面を把握す

る。  

  

  

  

 

 

◎前の時間に単位量あたりの大きさ

を使っている、いろいろな場面を

見つけました。今日は、この川の

様子から問題を見つけて、考えて

いきましょう。 

◎川が変化するときはどんなときで

しょう。 

〇台風のときの利根川の様子の映っ

ている動画を流し、川の水位が上

がるイメージがもてるようにす

る。 

 

〇前時までの学習を想起し、数値化

できる事象を挙げられるようにす
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２ 本時の課題をつか

む。  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・雨が降ったとき。 

・台風が来たとき。 

・雨が降ったり台風が来たりする

と、利根川の水が増えるかな。 

 

 

 

◎大雨が降ったときのデータを用意

しました。どんなことが分か 

りますか。 

・雨量を見ると、12日が大雨だ 

ったことが分かる。 

・14日も少し降っていたけど、 

それ以外に雨は降っていない。 

・川の水位はどうなるだろう。12日

が一番高いのかな。 

・雨が降ったら、水位が上がり 

そう。 

・水位を見ると、13日が一番高 

くなっていて、そのあとは低 

くなっている。 

・水位が上がり始めたのは雨が降っ

てから 12時間後だ。 

・13日の 3時には雨が止んでいるの

に、水位が一番高い。 

 

◎この２つのデータから、どんなこ

とが分かりますか。 

・雨が降ってもすぐに水位は上がら

ない。 

・３時間差がある。 

・どうしてかな。 

◎雨が降り続けて、水位が上昇しつ

づけると、川が氾濫してしまいま

す。今日は、このデータからどの

時間帯が危険だったかを考えてみ

ましょう。 

 

 

 

 

 

◎雨がたくさん降って水位が上がっ

た時間帯を絞って、みんなで考え

ていきましょう。 

・12日の 18時～21時かな。 

・その３時間にしたとき、何が分か

ったら、勢い（速さ）が求められ

るのかな。 

・速さを求めるには、時間と道のり

が必要だよ。 

・時間は分かるけど、道のりってど

ういうことだろう。 

・水位を道のりにするのかな。 

る。 

○雨が降ったという変化に対して、

他に変わるものはないかという視

点で考えられるようにする。 

 

  

 

 ○雨量、水位の順で提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○雨量が多くなったあと、水位が上

昇するには時間差が生まれている

ことをグラフを見ながら確認でき

るようにする。 

 

 

☆理科の事象を算数の問題として扱

う意識がもてるようにする。 

○前時との学習の繋がりを意識し、

単位量あたりの考えを使って調べ

られることを考えられるようにす

る。 

○どのくらいの勢い（速さ）で水位

が上がったのかに着目できるよう

にする。 

○雨の降り方と水位の関係を調べる

ことで、危険を予測できることに

繋がる意識をもてるようにする。 

 

 

 

 

○児童と話し合いながら、解決した

い事象から二つの量を決められる

ようにする。 

 

 

 

 

○道のりを知ることができたら求め

られそうだという見通しがもてた

ら、今回は道のりを水位と置き換

えて求めることを確認する。 
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雨の降り方と川の水位の関係から、どのくらいの勢いで水位が

上がったのかを調べよう。 

2019 年 10 月に台風 19 号が来たときの利根川の様子です。 
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３ 自力解決をする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 考えを発表し、話し

合う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時のまとめをす

る。  

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時の学習の振り返

りをする。 

・まずは、３時間分の道のりを求め

よう。 

 

◎18時～21時のときの、水の速さ

を求めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎考えを発表してください。 

Ｃ：5.27-2.73=2.54 

  3時間で 2.54ｍの上昇 

    

 

 

 

 式  □×3=2.54 

    □=2.54÷3 

    □=0.846…  約 0.8ｍ 

・0.8ｍということは、80㎝だか

ら、１時間に 80㎝上昇するとい

うことが分かりました。 

 

◎他のところの３時間の水位の速さ

と比べることもできそうです。自

分で決めて調べてみましょう。 

・グラフを見ると、18時から 21時

は急にあがっているけど、21時か

ら 24時も急だと思うから調べよ

う。 

・同じ 3時間でも水位の上がり方が

違う。 

・21時～24時のとき 

8.48-5.27=3.21 

3.21÷3=1.07 

１時間あたり 1.07ｍ水位があがる。 

  

◎今日の学習で、分かったことを自

分の言葉でまとめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

◎今日の学習で大切だと思ったこと

や、他にもっと調べてみたい場面

などを書きましょう。  

 

 

 

◇学習内容を適切に活用して、筋道

立てて考え、問題を解決してい

る。 

⇒道のりに変わる水位を求められて

いない児童には、３時間で上昇し

た水位に着目するよう声をかけ、

2.54mを一緒に求める。 

○計算で求められた児童には、数直

線に表して、関係を確認できるよ

うにする。 

 

○単位量当たりの考えを使って、１

時間あたりに増えた水位を比較す

ることで、水位の上昇を具体的に

考えることができたことが感じら

れるようにする。 

☆川の水位の上昇については、実際

には川幅や上流の雨量も関係して

くる。今回は、これらのことは考

慮していないことを児童に伝え

る。 

 

 

 

 

○単位量あたりの考えを使って、問

題解決ができたら、今度は自分で

調べたい範囲を決めて解決するよ

うに促す。 

○隣の児童と別の範囲を調べたら、

複数の時間帯の比較ができること

も伝え、協働的に学びを進められ

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

○分かったこと、考えたことなどを 

振り返り、向上したことや学び方

のよさを確認・実感できるように

する。 

 

 

 

 

 

◇学習内容を生活に生かそうとして

いる。  
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雨の降り方と川の水位の関係を、単位量当たりの考えを使って調べ

たら…（グラフの見た目では分からないことが数で分かった。） 

   （水位の上がり方が思ったよりも急だと分かった。） 
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９ 資料 

2019年 10月 11日～15日 

(１)大雨が降ったときの雨量（観測所：久喜市栗橋） 

 

 

 

 

 

(２)大雨が降ったときの利根川の水位（観測所：久喜市栗橋） 

  3時 6時 9時 12時 15時 18時 21時 24時 

 

水位

（ｍ） 

10月 11日 -1.50 -1.48 -1.42 -1.33 -1.25 -1.17 -1.17 -1.12 

10月 12日 -0.92 -0.84 -0.47 0.00 0.85 2.73 5.27 8.48 

10月 13日 9.62 9.33 9.04 8.64 8.09 7.54 6.95 6.45 

10月 14日 5.99 5.60 5.35 5.37 5.20 4.95 4.70 4.46 

10月 15日 4.22 4.01 3.81 3.57 3.34 3.15 2.94 2.73 

 

0

5

10

15

20

25

11日 12日 13日 14日 15日

雨量の変化（栗橋）

-2

0

2

4

6

8

10

11日

利根川の水位の変化（栗橋）

  3時 6時 9時 12時 15時 18時 21時 24時 

 

雨量

（㎜） 

10月 11日 1.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 0.0 

10月 12日 1.0 2.0 5.0 19.0 22.0 19.0 15.0 25.0 

10月 13日 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

10月 14日 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 1.0 0.0 

10月 15日 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

12 日      13 日       14 日     15 日 
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１０ 実際の指導  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の学習感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果と課題 

 〇川の水位が上がる勢いを速さと捉えることで、単位量当たりの考えを使って１時間あたり
に水位がどのくらい上がったのかを調べることができ、実感を得た問題解決ができた。 

○水位の上がり方をグラフでも示したことにより、上がり方を視覚的に捉えることができた。
また、傾きと触れる部分があり、中学校への接続になる。３時間ごとの直線の長さや、角
度に目を向けることで、勢いと関係があるのではないかと考える姿が見られた。 

〇次時は、水位が上がっている４つの部分（時間）について勢いを求めると、避難するなど
予想ができるという課題意識が生まれ、雨量と水位の関係を考えることができた。 

●理科の事象から問題場面への接続意識をもてるようにするがスムーズにできない部分があ
った。児童の自由な発想から、台風が来ることによる大雨を考えるところから、防災の観
点と繋げて予測ができないかと課題意識がもてるとよかった。 

●算数の問題として解決するための話合いに時間が必要であった。教師が主導してしまう場
面が多かったため、２時間計画で児童の思考に無理がないようにすることも考えられる。 

●雨量と川の水位は比例関係ではないため、区切った３時間を比例と捉える見方が適切かに
ついては再考の必要がある。水位の上昇の始まりと終わりを直線で結ぶことで比例とみな
し、雨量と水位の関係について考える方法もある。 

 
二つの数量の関係から、求めた
ものが何を表しているのかをも
う一度考える場面 

・グラフを見てどこがどうなっているのかをまず調べるのが大切だと思った。グラフから読み取り問題
を解くことができた。 

・今日は 15 時～18 時を求めたので、全ての時間を求めたら、どの時間帯が一番危険なのか分かりそう。 
・台風が来ているときの雨は、いつもの雨と変わらなくても、危険になるかもしれないと考えた方がいい
と思った。 

 

雨が降ったときに水位が上昇
することを捉え、いつ上昇す
るのかを考える場面 

速さ、時間、道のりの関係に置き
換えたら、水位の上がる勢いを速
さと捉えて、問題解決ができない
かを話し合う場面 
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（次時） 

 

 


